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(57)【要約】
【課題】内視鏡が滅菌バックに収納されたまま、固体撮
像素子が正常に作動するかについて固体撮像素子を故障
させることなく診断できる診断機構を備えた内視鏡装置
を提供する。
【解決手段】内視鏡１０に設けられた固体撮像素子５４
が正常に作動するかを診断する診断機構７２を備えた内
視鏡装置７０であって、診断機構７２は、診断機構７２
への給電を行うバッテリー７４と、診断を開始させるス
イッチ７６と、内視鏡内部空間６６の湿度を測定する湿
度センサ７８と、診断の結果を表示するＬＥＤランプ８
０と、スイッチ７６のＯＮ操作による診断開始にともな
って湿度センサ７８の測定結果が入力されると共に、該
測定結果が所定値以下の場合にのみバッテリー７４から
固体撮像素子５４に給電して診断を行い、診断結果をＬ
ＥＤランプ８０に出力するＣＰＵ６０と、を備え、備え
た診断機構の全ての構成を内視鏡１０に搭載した。
【選択図】図３



(2) JP 2013-85714 A 2013.5.13

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡に設けられた固体撮像素子が正常に作動するかを診断する診断機構を備えた内視
鏡装置であって、
　前記診断機構は、
　前記診断機構への給電を行うバッテリーと、
　前記診断を開始させるスイッチと、
　前記内視鏡の内部空間の湿度を測定する湿度センサと、
　前記診断の結果を表示する表示手段と、
　前記スイッチのＯＮ操作による診断開始にともなって前記湿度センサの測定結果が入力
されると共に、該測定結果が所定値以下の場合にのみ前記バッテリーから前記固体撮像素
子に給電して診断を行い、診断結果を前記表示手段に出力するＣＰＵと、を備え、
　前記備えた診断機構の全ての構成を前記内視鏡に搭載したことを特徴とする内視鏡装置
。
【請求項２】
　前記ＣＰＵは、前記バッテリーから前記固体撮像素子へ給電して該固体撮像素子の駆動
電源回路の電圧を規定電圧まで徐々に上げていき、規定電圧に達した場合のみ固体撮像素
子を駆動して該固体撮像素子からの出力の有無を検知することを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記駆動電源回路の電圧を階段状に上げていくことを特徴とする請求項２に記載の内視
鏡装置。
【請求項４】
　前記診断は前記内視鏡を滅菌バックに収納した状態で行うと共に、前記滅菌バックの外
側から前記スイッチをＯＮにすることによって診断を開始することを特徴とする請求項１
～３の何れか１に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記ＣＰＵは、前記湿度センサの測定結果が所定値を超えた場合、前記規定電圧になら
なかった場合、前記出力を検知できなかった場合には、前記表示手段に不合格であること
を表示することを特徴とする請求項２～４の何れか１に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記湿度センサは、
　前記内視鏡に前記固体撮像素子や周辺回路の漏れ電流を検出する漏れ電流検出回路を設
け、前記ＣＰＵが前記検出された漏れ電流を予め入力されている湿度と漏れ電流の関係に
基づいて湿度に換算するものであることを特徴とする請求項１～５の何れか１に記載の内
視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡装置に係り、特に内視鏡に設けられた固体撮像素子が正常に作動するか
を、滅菌パッケージに収納したまま診断することのできる診断機構を備えた内視鏡装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療診断に使用された内視鏡は、洗浄及び消毒又は滅菌処理を必ず行う必要がある。消
毒は洗浄消毒装置等で消毒薬液に内視鏡を浸漬して行われる。近年、滅菌レベルの処理が
望まれており、滅菌処理は洗浄装置の洗浄液によって内視鏡の外表面や管路内が洗浄され
た後、滅菌パッケージに入れられてオートクレーブ滅菌（高温高圧蒸気滅菌）装置によっ
て行われる。
【０００３】
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　内視鏡は気密構造であるが、内視鏡の外表面にピンホール等の小孔が生じている状態で
内視鏡を洗浄装置の洗浄液に浸漬すると、内視鏡内部空間に洗浄液が浸入する虞がある。
【０００４】
　また、オートクレーブ滅菌装置による高圧蒸気殺菌では、水蒸気を滅菌チャンバに供給
する前に滅菌チャンバ内の空気を取り除いて減圧する。これにより、内視鏡内部空間と滅
菌チャンバとの圧力差が生じる。この圧力差によって、内視鏡が破損する虞があるため、
内視鏡内部空間と滅菌チャンバとを連通する必要が生じるが、水蒸気が内視鏡内部空間に
浸入することがある。
【０００５】
　この結果、内視鏡内部空間に設けられたＣＣＤ等の固体撮像素子や回路基板等が湿気に
よって動作不良を起こすと固体撮像素子が正常に作動しなくなる虞がある。
【０００６】
　この対策として例えば、特許文献１では、内視鏡内部空間の先端部に絶対湿度センサを
設けると共に、ＬＧコネクタ内に絶対湿度センサで測定された測定値を記憶する測定値記
憶手段を設け、新規に測定された湿度と記憶された測定値との変化を知ることで内視鏡内
部空間の湿度状態を判断することを提案している。
【０００７】
　また、特許文献２では、内視鏡を洗浄装置及びオートクレーブ滅菌装置で洗浄・滅菌し
た後、内視鏡内部空間にエアを供給及び吸引して除湿乾燥することを提案している。
【０００８】
　ところで、内視鏡は、オートクレーブ滅菌装置による滅菌処理後に内視鏡を使用する直
前の検査準備まで滅菌パッケージに収納された状態で保管され、外部環境からの菌や塵埃
が付着するのを防止している。そして、検査準備の時に滅菌パッケージから内視鏡を取り
出してプロセッサや光源装置に接続して電源を入れ、モニターに映像を写し出すことによ
り内視鏡の固体撮像素子が正常に作動するかを判定している。
【０００９】
　このように、検査準備の作業時に滅菌パッケージから内視鏡を取り出すまで固体撮像素
子が正常に作動するかが分からないと、下記に示すような各種の問題がある。
【００１０】
　（１）検査準備の作業において固体撮像素子に動作不良があった場合には別の内視鏡に
代えて更に検査準備を行わなくてはならず、内視鏡の施術者や技師、看護師等にとって作
業効率が悪く不便である。
【００１１】
　（２）内視鏡内部空間に水分や水蒸気が残存し、湿度が高い状態で検査準備の作業を行
うと、固体撮像素子等の電気系統がショートする等により内視鏡が損傷する虞がある。
【００１２】
　（３）内視鏡内部空間に水分や水蒸気が残存し、湿度が高い状態で検査準備まで保管す
ることは、内視鏡の性能維持にとっても好ましくない。
【００１３】
　したがって、高圧蒸気殺菌の直後に内視鏡が滅菌パッケージに収納されたまま、固体撮
像素子が正常に作動するかについて固体撮像素子を損傷させることなく診断できれば、上
記（１）～（３）の問題を解決できる。例えば固体撮像素子が正常に作動しないという診
断結果であり、内視鏡内部空間の除湿が必要な場合には、その内視鏡のみ滅菌パッケージ
から取り出して乾燥を行えばよい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】特開２００５－２３０２５８号公報
【特許文献２】特開２００６－１３６７３２号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　このような背景から、内視鏡が滅菌パッケージに収納されたまま、固体撮像素子が正常
に作動するかについて固体撮像素子を損傷させることなく診断できる診断機構を備えた内
視鏡装置が要望されている。
【００１６】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、内視鏡が滅菌パッケージに収納され
たまま、固体撮像素子が正常に作動するかについて固体撮像素子を損傷させることなく診
断できる診断機構を備えた内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　前記目的を達成するために、本発明に係る内視鏡装置は、内視鏡に設けられた固体撮像
素子が正常に作動するかを診断する診断機構を備えた内視鏡装置であって、前記診断機構
は、前記診断機構への給電を行うバッテリーと、前記診断を開始させるスイッチと、前記
内視鏡の内部空間の湿度を測定する湿度センサと、前記診断の結果を表示する表示手段と
、前記スイッチのＯＮ操作による診断開始にともなって前記湿度センサの測定結果が入力
されると共に、該測定結果が所定値以下の場合にのみ前記バッテリーから前記固体撮像素
子に給電して診断を行い、診断結果を前記表示手段に出力するＣＰＵと、を備え、前記備
えた診断機構の全ての構成を前記内視鏡に搭載したことを特徴とする。
【００１８】
　ここで、内視鏡とは、挿入部、手元操作部、手元操作部にユニバーサルケーブルを介し
て接続されるＬＧコネクタと、から構成され、洗浄装置で洗浄されたり、オートクレーブ
滅菌装置で滅菌されたりする部分を言う。また、内視鏡内部空間とは、内視鏡内に固体撮
像素子等の内蔵物を収納するためのスペースを言う。
【００１９】
　なお、本発明では、内視鏡に診断機構を設けたものを内視鏡装置と称し、以下同様であ
る。
【００２０】
　本発明によれば、固体撮像素子が正常に作動するかを診断する診断機構の全ての構成を
内視鏡に搭載するスタンドアローン型の診断機構として構築したので、診断のために内視
鏡を外部装置（例えばプロセッサあるいは専用の診断装置）に接続する必要がない。これ
により、固体撮像素子が正常に作動するか否かを、内視鏡を滅菌パッケージに収納したま
まで診断できるので、内視鏡を使用する直前の検査準備作業まで固体撮像素子が正常に作
動するか否かを判定できないという従来の問題を解消できる。
【００２１】
　したがって、内視鏡の施術者にとって作業効率が良くなる。また、オートクレーブによ
る滅菌処理後に直ちに内視鏡内部空間の湿度環境を把握でき、湿度が高い場合には内視鏡
内部空間を乾燥できる。したがって、内視鏡内部空間の湿度が高いまま保管することがな
いので、保管中に内視鏡の性能が低下することがない。
【００２２】
　また、湿度センサで内視鏡内部空間の湿度を調べて所定値以下である場合のみ固体撮像
素子に給電して診断を行うようにした。これにより、内視鏡内部空間の湿度が高い状態で
固体撮像素子へ給電することがないので、固体撮像素子等の撮像系統の部品が診断時にシ
ョート（短絡）等によって損傷するという危険を未然に防止できる。
【００２３】
　本発明の内視鏡装置の好ましい態様として、前記ＣＰＵは、前記バッテリーから前記固
体撮像素子へ給電して該固体撮像素子の駆動電源回路の電圧を規定電圧まで徐々に上げて
いき、規定電圧に達した場合のみ固体撮像素子を駆動して該固体撮像素子からの出力の有
無を検知することが好ましい。
【００２４】
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　このように、固体撮像素子へ給電して該固体撮像素子の駆動電源回路の電圧を規定電圧
まで徐々に上げていき、規定電圧に達した場合のみ固体撮像素子を駆動して該固体撮像素
子からの出力の有無を検知するようにしたので、固体撮像素子が診断によって損傷すると
いう危険を更に確実に防止できる。この場合、駆動電源回路の電圧を階段状に上げていく
ことが好ましい。
【００２５】
　即ち、内視鏡に搭載された診断機構は、湿度センサの測定結果が所定値以下であるとい
う第１の安全対策と、固体撮像素子の駆動電源回路の電圧を規定電圧まで徐々に上げてい
き、規定電圧に達した場合のみ固体撮像素子を駆動するという第２の安全対策と、の２つ
の安全対策をクリアした場合のみ、固体撮像素子を駆動するので、固体撮像素子の診断時
に固体撮像素子が損傷するという危険を確実に回避することができる。
【００２６】
　本発明の内視鏡装置の好ましい態様として、前記診断は前記内視鏡を滅菌パッケージに
収納した状態で行うと共に、前記滅菌パッケージの外側から前記スイッチをＯＮにするこ
とによって診断を開始することが好ましい。
【００２７】
　本発明の内視鏡装置は、滅菌パッケージに収納した状態で使用されてこそ効果を発揮す
るからである。
【００２８】
　本発明の内視鏡装置の好ましい態様として、前記ＣＰＵは、前記湿度センサの測定結果
が所定値を超えた場合、前記規定電圧にならなかった場合、前記出力を検知できなかった
場合には、前記表示手段に不合格であることを表示することが好ましい。
【００２９】
　これにより、湿度センサの測定結果が所定値を超えた場合、規定電圧にならなかった場
合、出力を検知できなかった場合のそれぞれにおいて不合格が表示されるので、不合格品
を合格品としてしまう人為的ミスを防止できる。
【００３０】
　本発明の内視鏡装置の好ましい態様として、前記ＣＰＵは前記内視鏡に元々備わってい
る内視鏡用ＣＰＵを兼用することが好ましい。これにより、診断機構に使用する部品点数
を減らすことができる。
【００３１】
　本発明の内視鏡装置の好ましい態様として、前記湿度センサは、前記内視鏡に前記固体
撮像素子や周辺回路の漏れ電流を検出する漏れ電流検出回路を設け、前記ＣＰＵが前記検
出された漏れ電流を予め入力されている湿度と漏れ電流の関係に基づいて湿度に換算する
ものであることが好ましい。
【００３２】
　これにより、内視鏡に元々配備されている固体撮像素子や周辺回路を湿度検出のための
構成に利用するので、内視鏡に湿度センサを別途設ける必要がない。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明の内視鏡装置によれば、内視鏡が滅菌パッケージに収納されたまま、固体撮像素
子が正常に作動するかについて固体撮像素子を損傷させることなく診断できる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明を適用する内視鏡の斜視図
【図２】図1に示した内視鏡挿入部における先端硬性部の端面を示した斜視図
【図３】診断機構を備えた内視鏡装置のシステム構成を示すブロック図
【図４】診断ステップのステップフロー図
【図５】内視鏡が滅菌パッケージに収納された図
【図６】診断時に固体撮像素子に給電するときの電圧の上昇パターンを示す図
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【図７】診断機構の別態様を備えた内視鏡のシステム構成を示すブロック図
【図８】固定固体撮像素子を駆動する駆動電源回路の漏れ電流と湿度との関係を示すグラ
フ
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、添付図面に従って、本発明に係る内視鏡装置の好ましい実施の形態について詳述
する。
【００３６】
　図１は、本発明が適用される内視鏡１０の斜視図である。
【００３７】
　同図に示す内視鏡１０は、施術者が把持する手元操作部１２と、この手元操作部１２に
連設されて体腔内に挿入される挿入部１４とを備える。手元操作部１２には、ユニバーサ
ルケーブル１６が接続され、ユニバーサルケーブル１６の先端にＬＧコネクタ１８が設け
られる。ＬＧコネクタ１８は光源装置（図示せず）に接続され、これによって図２の照明
窓４６、４６に前記光源装置から照明光が送られる。
【００３８】
　また、ＬＧコネクタ１８には、電気ケーブル２０を介して電気コネクタ２２が接続され
、電気コネクタ２２が不図示のプロセッサに着脱自在に接続される。なお、図１の符号２
３は、電気コネクタ２２の防水キャップであり、洗浄装置での洗浄時に電気コネクタ２２
に装着される。そして、電気コネクタ２２をプロセッサ（図示せず）に接続することによ
って、プロセッサの電源供給部から内視鏡１０を駆動するのに必要な電源が分圧されて供
給される。
【００３９】
　手元操作部１２には、送気・送水ボタン２４、吸引ボタン２６、及びシャッターボタン
２８が並設されると共に、一対の湾曲操作ノブ３０、３０が設けられる。また、手元操作
部１２には鉗子挿入部３２が設けられ、鉗子挿入部３２の開口端に鉗子栓３４が装着され
る。
【００４０】
　挿入部１４は、手元操作部１２側から順に可撓管部３６、湾曲部３８、及び先端硬質部
４０によって構成される。湾曲部３８は、手元操作部１２の湾曲操作ノブ３０、３０を回
動することによって遠隔的に湾曲操作される。これにより、先端硬質部４０を所望の方向
に向けることができる。
【００４１】
　図２の如く先端硬質部４０の先端面４２には、観察窓４４、照明窓４６、４６、送気・
送水ノズル４８、及び鉗子口５０が設けられる。
【００４２】
　鉗子口５０は、図１の鉗子挿入部３２に連通されている。よって、鉗子挿入部３２から
鉗子等の処置具を挿入することによって、この処置具を図２の鉗子口５０から導出するこ
とができる。また、鉗子口５０は、図１の吸引ボタン２６によって操作される吸引バルブ
（図示せず）に連通され、更にこの吸引バルブがＬＧコネクタ１８の吸引コネクタ（図示
せず）に接続される。したがって、吸引コネクタに不図示の吸引ポンプを接続し、吸引ボ
タン２６で吸引バルブを操作することによって、鉗子口５０から病変部等を吸引すること
ができる。
【００４３】
　図３は、内視鏡１０の内部空間６６に設けられる内蔵物の構成を示すブロック図である
。
【００４４】
　図３に示すように、照明窓４６（図２参照）は、ユニバーサルケーブル１６や挿入部１
４に配設されたライトガイド４７及び照明レンズ４９によって導光される光源装置（図示
せず）からの照明光を、被観察部位に照明する。
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【００４５】
　また、観察窓４４（図２参照）の後方には対物光学系５２（レンズ群及びプリズムから
なる）、固体撮像素子５４が設けられる。固体撮像素子５４は回路基板５６が接続される
と共に、回路基板５６には、アンプやバッファ、固体撮像素子５４の駆動電源等の周辺回
路（図示せず）が設けられる。また、固体撮像素子５４の信号を処理するアナログ信号処
理回路５８（ＡＦＥと略す）、内視鏡用ＣＰＵ６０、メモリ装置６２等が手元操作部１２
に設けられる。
【００４６】
　また、固体撮像素子５４の回路基板５６から延設された信号ケーブルは、アナログ信号
処理回路５８を介して電気コネクタ２２の回路基板（図示せず）まで延設され、プロセッ
サに接続される。
【００４７】
　これにより、観察窓４４から取り込まれた観察像は、固体撮像素子５４の受光面に結像
されて電気信号に変換され、この電気信号が信号ケーブルを介してプロセッサに出力され
、映像信号に変換される。これにより、プロセッサに接続されたモニタ（不図示）に観察
画像が表示される。
【００４８】
　固体撮像素子５４は、インターライントランスファ型のＣＣＤイメージセンサや、ＣＭ
ＯＳイメージセンサ等からなる。固体撮像素子５４は、観察窓４４、対物光学系５２を経
由した体腔内の被観察部位の像光が、撮像面に入射するように配置されている。固体撮像
素子５４の撮像面には、複数の色セグメントからなるカラーフィルタ（例えば、ベイヤー
配列の原色カラーフィルタ）が形成されている。
【００４９】
　ＡＦＥ５８は、相関二重サンプリング回路５８Ａ（ＣＤＳと略す）、自動ゲイン制御回
路５８Ｂ（ＡＧＣと略す）、及びアナログ／デジタル変換器５８Ｃ（Ａ／Ｄと略す）から
構成される。ＣＤＳ６８Ａは、固体撮像素子５４から出力される撮像信号に対して相関二
重サンプリング処理を施し、固体撮像素子５４で生じるリセット雑音及びアンプ雑音の除
去を行う。ＡＧＣ５８Ｂは、ＣＤＳ５８Ａによりノイズ除去が行われた撮像信号を、プロ
セッサから指定されるゲイン（増幅率）で増幅する。
【００５０】
　Ａ／Ｄ５８Ｃは、ＡＧＣ５８Ｂにより増幅された撮像信号を、所定のビット数のデジタ
ル信号に変換する。Ａ／Ｄ５８Ｃでデジタル化された撮像信号は、ユニバーサルケーブル
１６、電気コネクタ２２を介してプロセッサに入力され、プロセッサに設けられたデジタ
ル信号処理回路（図示せず）の作業用メモリ（図示せず）に一旦格納される。
【００５１】
　また、固体撮像素子５４の回路基板５６は、タイミングジェネレータ６４（以下、ＴＧ
と略す）を介して内視鏡用ＣＰＵ６０に接続される。
【００５２】
　ＴＧ６４は、固体撮像素子５４の駆動パルス（垂直／水平走査パルス、リセットパルス
等）とＡＦＥ５８用の同期パルスとを発生する。固体撮像素子５４は、ＴＧ６４からの駆
動パルスに応じて撮像動作を行い、撮像信号を出力する。また、ＡＦＥ５８の各部５８Ａ
～５８Ｃは、ＴＧ６４からの同期パルスに基づいて動作する。
【００５３】
　また、内視鏡用ＣＰＵ６０は、内視鏡１０とプロセッサとが接続された後、プロセッサ
のＣＰＵ（図示せず）からの動作開始指示に基づいて、ＴＧ６４を駆動させると共にＡＧ
Ｃ５８Ｂのゲインを調整する。
【００５４】
　上記の如く構成された内視鏡１０は、医療診断に使用された後、洗浄装置の洗浄液によ
って、その外表面や内部管路（例えば処置具導入管路等）が洗浄処理され、その後に滅菌
パッケージ６８（図５参照）に入れられてオートクレーブ滅菌装置によって滅菌処理され
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る。この洗浄処理及び滅菌処理において、内視鏡内部空間５５に水や水蒸気等が浸入する
と、内視鏡内部空間６６に収納される内蔵物である固体撮像素子５４や撮像系統の部品が
破損し易くなる。しかし、内視鏡１０への汚染を防止するために、内視鏡１０を使用する
まで滅菌パッケージ６８から内視鏡１０を取り出すことはない。
【００５５】
　そこで、本発明の内視鏡装置７０は、内視鏡１０を滅菌パッケージ６８に収納したまま
で、固体撮像素子５４が正常に作動するかを診断でき、しかもプロセッサや外部診断装置
に接続しなくても内視鏡１０のみで診断を完結する自己完結型（スタンドアローン型）の
診断機構７２を内視鏡１０に搭載するようにした。
【００５６】
　次に、内視鏡１０に搭載された診断機構７２について説明する。
【００５７】
　図３に示すように、診断機構７２は、バッテリー７４と、診断用スイッチ７６と、湿度
センサ７８と、ＬＥＤランプ８０（表示手段）と、内視鏡用ＣＰＵ６０とを備え、これら
全ての構成が内視鏡１０に搭載されている。なお、本実施の形態では診断用のＣＰＵを内
視鏡に既に備わっている内視鏡用ＣＰＵ６０で兼用するようにした。
【００５８】
　バッテリー７４は、内視鏡用ＣＰＵ６０を介して診断機構７２を構成する各部材に給電
する。
【００５９】
　診断用スイッチ７６は手元操作部１２の外面に設けられ、診断用スイッチ７６をＯＮに
することにより、診断を開始する。診断用スイッチ７６を上記したシャッターボタン２８
で兼用するように構成してもよい。
【００６０】
　湿度センサ７８は内視鏡内部空間６６の湿度を測定するもので、挿入部１４の先端部又
はＬＧコネクタ１８に配置することが好ましい。
【００６１】
　ＬＥＤランプ８０は、診断結果を表示するもので、診断結果の合格（ＯＫ）又は不合格
（ＮＧ）を表示する。ＬＥＤランプ８０のＯＫ表示とＮＧ表示の識別方法としては、例え
ばＯＫ表示は緑色の点灯、ＮＧ表示は赤色の点灯のように色の種類で分けてもよく、他の
方法でもよい。
【００６２】
　内視鏡用ＣＰＵ６０は診断機構７２を制御するものであり、診断用スイッチ７６をＯＮ
にすると、内視鏡用ＣＰＵ６０がメモリ装置６２に格納した診断プログラムによって診断
を開始する。なお、メモリ装置６２は内視鏡１０に元々配備されるものを利用することが
できる。
【００６３】
　また、固体撮像素子５４からＡＦＥ５８への信号ケーブルが分岐され、固体撮像素子５
４の出力は分岐された第１診断用ケーブル８２を介して内視鏡用ＣＰＵ６０に入力される
。また、ＡＦＥ５８によって生成された映像信号は第２診断用ケーブル８４を介して内視
鏡用ＣＰＵ６０に入力される。
【００６４】
　図４は、固体撮像素子が正常に作動するかを診断する診断ステップのステップフローで
あり、本実施の形態では内視鏡１０を滅菌パッケージ６８に収納した状態で診断を行う場
合で説明する。
【００６５】
　図５に示すように、診断を行う作業者が滅菌パッケージ６８の外側から診断用スイッチ
７６を押す（ステップ１）。これにより、内視鏡用ＣＰＵ６０は以下の診断を開始する。
【００６６】
　先ず、湿度センサ７８により内視鏡内部空間６６の湿度が測定され（ステップ２）、測
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定湿度はＣＰＵ６０に入力される。ＣＰＵ６０は、測定湿度が所定値以下であるかを判定
する（ステップ３）。所定値とは例えば固体撮像素子５４の仕様スペックにおいて仕様に
適切な環境湿度の上限値とすることができる。
【００６７】
　そして、測定湿度が所定値以下の場合（ＹＥＳ）のみバッテリー７４から固体撮像素子
５４に給電し（ステップ４）、所定値を超えた場合（ＮＯ）にはＬＥＤランプ８０をＮＧ
（不合格）表示（ステップ５）して診断を終了する（ステップ１３）。なお、バッテリー
７４から固体撮像素子５４への給電は、電圧を規定電圧になるまで徐々に、例えば図６に
示すように階段状に上げていくことが好ましい。
【００６８】
　次に、固体撮像素子５４の電圧を回路基板５６でチェック（ステップ６）し、固体撮像
素子５４が規定電圧に達したか否かを判定する（ステップ７）。この場合、固体撮像素子
５４側の回路基板５６と、電気コネクタ２２側の回路基板との両方における電圧をチェッ
クすることが好ましい。そして、規定電圧に達した場合（ＹＥＳ）のみ、内視鏡用ＣＰＵ
６０はＴＧ６４により駆動パルスを固体撮像素子５４に送り、固体撮像素子５４を駆動す
る（ステップ８）。一方、規定電圧に達しない場合（ＮＯ）にはＬＥＤランプをＮＧ表示
（ステップ９）して診断を終了する（ステップ１３）。
【００６９】
　次に、内視鏡用ＣＰＵ６０は、固体撮像素子５４からの出力をチェック（ステップ１０
）し、出力を検知したか否かを判定する（ステップ１１）。この場合、第１診断用ケーブ
ル８２から得られる固体撮像素子５４からの出力ではなく、第２診断用ケーブル８４から
得られる映像信号の出力をチェックするようにしてもよい。
【００７０】
　そして、出力を検知した場合（ＹＥＳ）にはＬＥＤランプをＯＫ表示（ステップ１２）
して診断を終了する（ステップ１３）と共に、出力を検知しない場合（ＮＯ）にはＬＥＤ
ランプ８０をＮＧ表示（ステップ１４）して診断を終了する（ステップ１３）。
【００７１】
　ＬＥＤランプ８０をＮＧ表示して診断を終了した後、内視鏡１０は滅菌パッケージ６８
から取り出されて機能修復のための操作、例えば内視鏡内部空間６６の除湿乾燥等が行わ
れる。
【００７２】
　なお、上記のステップフローでは、判定がＮＯの場合のみＬＥＤランプ８０をＮＧ表示
するようにしたが、ステップ３、７、１１のＹＥＳの場合にもＬＥＤランプ８０をＯＫ表
示するようにしてもよい。この場合、ステップ３でＬＥＤランプ８０をＯＫ表示したら、
次のステップ７に進むまでにＬＥＤランプ８０を消しておく。ステップ７からステップ１
１でも同様である。
【００７３】
　このように、本実施の形態の内視鏡１０は、固体撮像素子５４が正常に作動するかを診
断する診断機構７２の全ての構成を内視鏡１０に搭載するスタンドアローン型の診断機構
として構築したので、診断のために内視鏡１０を外部装置（例えばプロセッサあるいは専
用の診断装置）と接続する必要がない。これにより、固体撮像素子５４が正常に作動する
か否かを、内視鏡１０を滅菌パッケージ６８に収納したままで診断できる。
【００７４】
　したがって、内視鏡１０を使用する直前の検査準備作業まで固体撮像素子５４が正常に
作動するか否かを判定できないという従来の不具合を解消できる。
【００７５】
　これにより、内視鏡１０の術者（医者）にとって作業効率が良くなると共に、高温高圧
蒸気滅菌後に直ちに内視鏡内部空間６６の湿度に起因する動作不良を把握することができ
るので、固体撮像素子５４やその他の撮像系統の部品が湿気によって破損することも事前
に防止できる。
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【００７６】
　また、診断プログラムによって固体撮像素子５４の診断を行う前に、予め湿度センサ７
８で内視鏡内部空間６６の湿度を調べて所定値以下である場合のみ固体撮像素子５４に給
電して診断を行うようにした。これにより、内視鏡内部空間６６の湿度が高い状態で固体
撮像素子５４へ給電して診断することがないので、固体撮像素子５４が診断によって損傷
するという弊害を未然に防止できる。
【００７７】
　図７は診断機構７２の別態様であり、固体撮像素子５４や回路基板５６に設けられた周
辺回路の漏れ電流を利用して内視鏡内部空間６６の湿度を測定するように構成したもので
ある。図７に示すように、固体撮像素子５４の回路基板５６に形成された回路が漏れ電流
検出回路８６を経て内視鏡用ＣＰＵ６０に接続されるラインが新たに設けられ、図３の湿
度センサ７８から内視鏡用ＣＰＵ６０へのラインが必要なくなる。
【００７８】
　なお、漏れ電流検出のための給電は、図６の第１段階程度の電圧によって行い、固体撮
像素子５４や回路基板５６の周辺回路に流れる電流を極力抑えることにより、湿度測定時
における固体撮像素子５４や回路基板５６の破壊を未然に防ぐことができる。
【００７９】
　図８は、駆動電源回路の漏れ電流と湿度との関係を示すグラフであり、湿度が大きくな
ると駆動電源回路からの漏れ電流が大きくなる正相関関係にある。これにより、固体撮像
素子５４の駆動電源回路の漏れ電流を漏れ電流検出回路８６で検出し、漏れ電流の大きさ
を湿度に換算することにより、内視鏡内部空間６６、特に内視鏡先端部における湿度状態
を把握することができる。
【００８０】
　このように、内視鏡１０に元々配備されている固体撮像素子５４の駆動電源回路を湿度
検出のための構成に利用するので、内視鏡１０に湿度センサ７８を別途設ける必要がなく
、診断機構７２をコンパクト化できる。
【符号の説明】
【００８１】
　１０…内視鏡、１２…手元操作部、１４…挿入部、１６…ユニバーサルケーブル、１８
…ＬＧコネクタ、２０…ケーブル、２２…電気コネクタ、２４…送気・送水ボタン、２６
…吸引ボタン、２８…シャッターボタン、３０、アングルノブ、３２…鉗子挿入部、３４
…鉗子栓、３６…可撓管部、３８…湾曲部、４０…先端硬質部、４２…先端硬質部の先端
面、４４…観察窓、４６…照明窓、４８…送気・送水ノズル、５０…鉗子口、５２…対物
光学系、５４…固体撮像素子、５６…回路基板、５８…アナログ信号処理回路（ＡＦＥ）
、５８Ａ…相関二重サンプリング回路（ＣＤＳ）、５８Ｂ…自動ゲイン制御回路（ＡＧＣ
）、５８Ｃ…アナログ／デジタル変換器（Ａ／Ｄ）、６０…ＣＰＵ、６２…メモリ、６４
…タイミングジェネレータ（ＴＧ）、６６…内視鏡内部空間、６８…滅菌パッケージ、７
０…内視鏡装置、７２…診断機構、７４…バッテリー、７６…診断用スイッチ、７８…湿
度センサ、８０…ＬＥＤランプ、８２…第１診断用ケーブル、８４…第２診断用ケーブル
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种具有诊断机构的内窥镜装置，该诊断机构能够
执行诊断，以确定固态图像拾取元件是否正常地在内窥镜容纳在消毒袋
中的情况下操作而不会导致固态失效图像拾取元件。解决方案：内窥镜
装置70包括诊断机构72，用于执行关于设置在内窥镜10上的固态图像拾
取元件54是否正常操作的诊断。诊断机构72包括：电池74，用于向诊断
机构72供电;用于开始诊断的开关76;湿度传感器78，用于测量内窥镜的
内部空间66内的湿度; LED灯80，用于显示诊断结果;和CPU60，用于通
过接通开关76接收从湿度传感器78输入的测量结果以及开始诊断，仅在
结果时从电池74向固态图像拾取元件54供电测量值是预定值或低，并且
将诊断结果输出到LED灯80.诊断机构72中包括的所有构成组件都安装在
内窥镜10上。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/b4347e28-9626-4abe-90c8-2f395ec0b3a7

